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隣接した 2基の 1.3 GHzウィンドプロファイラレーダーによる福井県嶺北地方にお
ける局地循環の観測
Observation of local circulation in north area of Fukui prefecture by using two adjoining
1.3-GHz wind profiler radars
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私達の生活様式が引き起こす地球規模の環境変動の私達への影響が懸念されるようになって久しい。大気関係では，近
年，頻度と被害の大きさが増加傾向にある豪雨は，地球温暖化との関係が指摘されている。また，大気汚染物質の問題
では，黄砂や PM2.5に代表される微小粒子状物質による健康被害に加え，解決済みと思われてきた光化学オキシダント
の濃度が 1980年代以降，全国的に再び増加に向かっていることが知られている。さらには，2011年に発生した福島第
一原子力発電所の事故以降，放射能の拡散状況に世界的な関心が向けられている。これらの大気環境問題の解決のため
に，その実態を明確に把握することが求められている。
これらの大気環境問題は地球規模であると同時に局所的でもある。すなわち，豪雨の発生や大気汚染物質の拡散は，地

形などの地域毎の特徴によって異なって発生する風系，いわゆる局地循環の影響を強く受ける。局地循環が卓越する高
度は地表から数 km以下の大気境界層であり，代表的な局地循環として，地表温度のコントラストに伴って発生する海陸
風や山谷風が知られている。大気境界層は，地表との摩擦や地表からの熱輸送の影響によって発生する大気乱流が支配
的な大気層であり，その実態は地域ごとに大きく異なる。したがって，上記の大気環境問題の解明には，地域毎に局地
循環の特徴を明らかにすることが必要不可欠である。
このような背景の下，福井工業大学では文部科学省の戦略的研究基盤形成支援事業「北陸地域の環境の計測と保全に

関する研究拠点形成」プロジェクト（平成 23－ 27年度）において，福井県沿岸域に立地する福井工業大学あわらキャ
ンパスに 1.3GHzウィンドプロファイラレーダー（Wind Profiler Radar；WPR）が設置され，福井平野における局地循環
の実態を把握することを目的として 2012年 12月から連続観測を実施している。
これまでの観測から，福井平野における海陸風循環の時間変化および高度構造の詳細が明らかとなった。また，日射

の影響で海陸風循環が恒常的に発生しており，雲の発生に影響を及ぼしている事，さらに，直線距離で 24 kmの極めて
近距離にある気象庁WINDAS福井局との比較から，海陸風循環が海岸線方向および内陸方向に数 10 kmの水平スケール
で発生しており，しばしば 3層構造となる事が明確となった。これらの事は気象学的には基本的な事柄であるが，福井
県嶺北地方において海陸風循環の空間的・時間的実態をこれほど詳細に示した例は他にない。また，WINDAS福井局と
の比較では，高度約 1 km以下の下層において，24 kmの近距離であっても異なる水平風がしばしば観測される。この事
は，大気境界層の観測の重要性を改めて示している。
また，台風 17号に伴う停滞前線の通過によって，福井県嶺北地方の広い範囲で 14時から 16時にかけて豪雨を観測し

た 2013年 9月 3日の観測データについて解析を行った。その結果，13時頃の停滞前線の通過に伴う典型的な水平風の
変化が検出された。WINDAS福井局でも同様の水平風が観測されており，本学WPRで観測された水平風構造の妥当性
が裏付けられると同時に，前線通過に伴う広範囲に存在する風系であることが確認された。
本学WPRでは前線通過時刻（13時頃）の 7時間前から，1 m/sに達する比較的強い上昇流が高度 200 mの下層から高

度 4～5 kmまでの広い範囲で断続的に発生していたことが確認された。さらに，豪雨が嶺北地方各地で観測され始めた
14時の 2時間前に，高度 4～5 kmにおいて短時間ではあるが，4 m/sにも達する極めて強い上昇流が観測された。同日
の MTSATでは，午前中から豪雨の発生した時間帯にかけて，光学的に厚い雲が福井県嶺北地方に収束する様子が確認
されており，観測された上昇流は福井県嶺北地方に豪雨をもたらした積乱雲システムの一部であると推測される。
一方，WINDAS福井局ではこれほど顕著な上昇流は観測されておらず，豪雨時における上昇流の水平スケールが，本

学WPRとWINDAS福井局間の直線距離 24 kmよりも小さいことが強く示唆された。すなわち，豪雨発生予測の観点か
らは，隣接した複数のWPRによる観測によって，豪雨の原因となる積乱雲システム到来の前兆である下層の上昇流を効
率よく検出可能となると考えられる。
本研究で得られた成果は，近接した複数のWPRによる局地循環観測が局所的な気象予測の精度向上や豪雨の発生予測

に極めて有効なツールであり得ることを強く示唆している。
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